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【準備】 地震とマグニチュードについて
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地面が揺れることだが．．．．

地下に原因があってゆれる

「地震？なんだ ○○か」

 「地震のような揺れ」

地下の岩盤の破壊によって揺れが発生し地面がゆれること。

地震の震源

地震のゆれ

⼀連の現象を「地震」と呼ぶ

マグニチュード

震度

逆断層

正断層

横ずれ断層

地震は断層運動
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断層のずれが⼤きくなると地表にもズレが現れる

（産総研 地震予知連資料）

熊本地震

⼤きなマグニチュードの地震は、広い断層のずれとなる

【準備】 地震とマグニチュードについて



津波は普通の波とは異なる

「波⻑が⻑い」はわかりにくいので….
海岸で⽔位が上昇してから下降するまでの時間
が⻑い

そのため、海⽔が内陸奥深くにまで、強い流れと
なって浸⼊する

海⽔が海に戻るときも、強い流れとなる。

【準備】 津波とは



【準備】 津波の⾼さ・浸⽔深

気象庁の発表は 「津波の⾼さ」
ハザードマップは 「浸⽔深」

気象庁

ü 震源想定、地形により異なる
ü 津波の⾼さのまま内陸が浸⽔するわけ
でもない

ü ハザードマップで確認



【準備】 地震による災害

ゆれ

ずれ（変形）

構造物被害

液状化

津波

⽕災 停電 断⽔
家具転倒

⼈的被害

経済被害

⽣活困難

⽣命と⽣活を守ることが防災の⽬的

発災備え 発災後の⽣活

• 家族防災会議
• 建物の耐震化
• 家具の転倒防⽌
• 避難路確認

• ⾮常⽤品の準備
• ⾮常⾷・⽔
• その他

• ⾝の安全の確保
• 避難
• 余震への警戒
• その他

• 停電・断⽔対応
• 避難所での⽣活
• 移動⼿段・物流の確保
• その他

ガスの不通
鉄道・道路の不通 物資不⾜

⼟砂移動



気象庁 2024年1⽉22⽇報告

余震分布がおおむね地震時に動いた断層の範囲を⽰す。
能登半島北部全域を含み、東は佐渡島付近まで伸びてい
る。

最⼤余震は1⽉１⽇16:18に、断層の⻄端で発⽣
（M6.1, 深さ11km）
および
1⽉９⽇17:59に断層の東端で発⽣
（M6.1、深さ27km)

余震



東⽇本⼤震災後、⽇本
海沿岸の津波ハザード評
価のため、国⼟交通省・
内閣府・⽂部科学省が
合同して、⽇本海東縁
部海底の活断層の分布
についてとりまとめた。

国⼟交通省(2014)

⽇本海東縁の断層



2024年能登半島地震との⽐較

F43断層の全域＋F42断層と
重なっている。

F43断層は、能登半島⽅向
（南東⽅向）に傾斜する逆断
層。
F42断層は、北⻄⽅向に傾斜
する逆断層



GNSSによる観測
⽔平⽅向の動き

離れた場所では逆断層的な
動きを反映
→ 逆断層が主な動き

輪島・珠洲・⽳⽔などでは⻄
向きの動きが⽬⽴つ
→ 局所的な断層の動きを反
映しているのだろうか

地殻変動

国⼟地理院



GNSSによる観測
上下⽅向の動き

能登半島北部では隆
起

⽳⽔・能登島では沈降

逆断層の動き

地殻変動

国⼟地理院



ALOS-2（だいち2号）
のデータを解析
（国⼟地理院）

隆起量

珠洲市の北海岸は2ｍ
輪島市の⻄海岸は4ｍ

地殻変動



Photo by Yamaoka on Jan. 7, 2024

隆起した海岸



Photo by Yamaoka on Jan. 7, 2024

隆起した海岸



Photo by Yamaoka on Jan. 7, 2024

隆起した海岸



崩れた海岸の崖

Photo by Yamaoka on Jan. 7, 2024



隆起した海岸

Photo by Yamaoka on Jan. 7, 2024



隆起した海岸

Photo by Yamaoka on Jan. 7, 2024



隆起した海岸

Photo by Yamaoka on Jan. 7, 2024



余震

余震の数は、同
程度の地震とし
ては平均的

熊本地震よりは
圧倒的に多い

今後︓忘れた頃
に⼤きめの地震
が発⽣することも
あるので、注意

気象庁



断層の動き

断層破壊の継続時間（断層がずれ始め
てからずれ終わるまでの時間）は、約40
秒
→⻑い時間揺すられ続けた

断層は能登半島北部の直下にまで及ぶ
→ 揺れが強かった。

強い揺れが⻑時間続いたことで、
被害を増⼤させた。

気象庁（地震調査委員会資料）



津波想定

⽯川県は、国⼟交通省などの海
域断層調査をもとに、断層モデル
を設定し、津波ハザードマップを
作っていた。

3．能登半島北⽅沖の断層は、
2024年能登半島沖地震の震源
断層とほぼ⼀致する。

⽯川県津波浸⽔想定区域図



津波想定 想定実際

国⼟地理院 ⽯川県津波浸⽔想定区域図



周辺の断層

志賀原⼦⼒発電所の原⼦⼒
規制庁の審査資料に、記載が
ある。
「能登半島北部沿岸断層帯」
の４つのセグメントが連動して
破壊したものと思われる。

志賀原発の審査資料



確率論的
地震動予測地図

確率論的地震動予測地図に
は、能登半島北⽅沖の断層が
反映されていない。
↓
⽇本海東縁の断層の評価がま
だ終わっていない。
断層の位置はわかっても、繰り
返し間隔は不明。
↓
確率評価ができない。

J-SHIS地震ハザードステーション


